
 
一般財団法人 

日本みち研究所 ご 報 告 

令 和 ３ 年 ６ 月 １ 日 

一般財団法人 日本みち研究所  

 

リアスの断崖を貫く三陸国道 45 号 その建設の歴史と未来 

～大震災⇒復興道路の今⇒～ 

 

 

一般社団法人建設コンサルタント協会主催の「インフラ整備 70 年

講演会」の第 7 回講演会（2019 年 3 月 11 日、政策大学院大学想海楼

ホール）にて、当財団専務理事川瀧弘之が標記講演をいたしました。 

その際の講演資料をおしらせいたします。 

なお、本資料の講演およびこのたびの公表に際しましては、国交省

東北地方整備局道路部ほか関係機関よりあたたかな御支援、御協力を

いただいたことをここに付記します。 

 

  

 

 

 

 

 

【問合せ先】 

一般財団法人 日本みち研究所 調査部 中川 

TEL  : 03-5621-3115 

FAX  : 03-5621-3153 

HP   : http://www.rirs.or.jp/ 

 



一般財団法人

日本みち研究所

リアスの断崖を貫く三陸国道45号
その建設の歴史と未来

大震災⇒復興道路の今⇒

一般財団法人 日本みち研究所 専務理事
川瀧弘之
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一般財団法人

日本みち研究所

自己紹介

一般財団法人 日本みち研究所 専務理事

平成 ３年４月 東北地方建設局仙台工事事務所調査２課長(12)

平成 ５年４月 同 道路計画第一課長

・

・

平成２３年１月 同 整備局道路部長(129)

・

平成２７年７月 同 整備局長

2写真：平成25年6月27日 三陸沿岸道路 普代～久慈間 起工式



一般財団法人

日本みち研究所

目次

０.東日本大震災について

Ⅰ.国道４５号の被害、復旧

Ⅱ.復興道路スタートダッシュ～ラストスパート

Ⅲ.整備効果（例示）

Ⅳ.若干のコメント

Ⅴ.謝意
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一般財団法人

日本みち研究所

０．東日本大震災について
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一般財団法人

日本みち研究所地震発生からの流れ
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初 動 復 旧 復 興発 災

・人命救助

・啓開

「くしの歯作戦」

・ガレキ処理

・避難所設置

・応急復旧

・本格復旧

仮設住宅

災害公営住宅

防災ヘリ
緊急発進



一般財団法人

日本みち研究所

6

集中復興期間

平成23年度～27年度

復興・創生期間

平成28年度～32年度

復興期間



一般財団法人

日本みち研究所

7

集中復興期間

平成23年度～27年度

復興・創生期間

平成28年度～32年度
（令和2年度）

復興期間

第2期復興・創生期間
令和3年度～令和7年度



一般財団法人

日本みち研究所

Ⅰ.国道４５号の被災、復旧
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一般財団法人

日本みち研究所

４５号の被害の状況について
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一般財団法人

日本みち研究所

青森市
八戸市

宮古市

釜石市

気仙沼市

石巻市

仙台市

R45終点

R45起点

【警報解除後】
通行止め区間
17区間、約30km
うち落橋5箇所

【大震災直後】
基本的に
全区間通行止め

震源地

※国土地理院「地理院地図」（http://maps.gsi.go.jp）を加工して作成



一般財団法人

日本みち研究所

被害状況～復旧
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一般財団法人

日本みち研究所

気仙大橋

陸前高田

気仙沼

約25km

約70km

※国土地理院「地理院地図」（http://maps.gsi.go.jp）を加工して作成



一般財団法人

日本みち研究所

くしの歯作戦
（道路啓開）
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一般財団法人

日本みち研究所

青森市

秋田市 盛岡市

山形市 仙台市

福島市

第1ステップ

第2ステップ
3月12日（11ルート）
3月14日（ 3ルート）
3月15日（ 1ルート）

第3ステップ

3/18日原発30㎞圏を
除いて45号と6号の
啓開が完了
※国土地理院「地理院地図」（http://maps.gsi.go.jp）を加工して作成



一般財団法人

日本みち研究所2011年3月24日の宮古市

※国土地理院「地理院地図」（http://maps.gsi.go.jp）を加工して作成



一般財団法人

日本みち研究所
【3/12～13 市役所周辺】
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一般財団法人

日本みち研究所

Ⅱ.復興道路スタートダッシュ～
ラストスパート
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一般財団法人

日本みち研究所「復興への提言」悲惨のなかの希望
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「復興構想７原則」

復興構想会議：平成２３年６月25日

太平洋沿岸軸の緊急整備、横断軸の強化



一般財団法人

日本みち研究所「東日本大震災からの復興の基本方針」

• ｢未曾有の国難」「国の総力を挙げて」

• １０年、少なくとも２３兆円（のちに３２兆円）

19

復興対策本部：平成２３年７月２９日

• 財源確保（歳出削減、公務員人件費、増税、
郵政株式ほか）

• 復興庁設置



一般財団法人

日本みち研究所「復興道路」事業化スケジュール（その１）
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① 道路が通る概ねの範囲の提示（ ）

② 概ねのルート、ＩＣの位置の提示（ ）

７／１～２２

③ ルートの確定

Ｈ２３／６／２５ 復興構想会議提言 など

８／５～１２

８／３０

ルートを具体化する作業

市町村・住民の意見

市町村・住民の意見

１ｋｍ幅

500ｍ幅



一般財団法人

日本みち研究所復興道路事業化スケジュール
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大船渡市

釜石市

岩 手 県

吉浜湾

唐丹湾

三陸鉄道南リアス線

吉
浜

道
路

延
長

3.6km
事

業
中

至陸前高田市

至
釜

石
市

唐丹駅

吉
浜

駅

45

1km1km

吉浜～釜石

（仮）吉浜IC

唐丹地区

下荒川地区

本郷地区

三陸沿岸道路供用中

三陸沿岸道路事業中

H23.3.11東北地方太平洋沖地震の津波浸水域

三陸沿岸道路供用中

三陸沿岸道路事業中

H23.3.11東北地方太平洋沖地震の津波浸水域

釜石市唐丹町南周辺

ルートの範囲（500ｍ幅）

出入り口の位置
入

口

出
口

入
口

出
口

ルートの範囲（500ｍ幅）

出入り口の位置
入

口

出
口

入
口

入
口

出
口

出
口

入
口

出
口

入
口

出
口

入
口

出口

入
口

出口

入
口

入
口

出口出口

ルート及び出入り口の位置の考え方

【ルートの考え方】
○津波浸水域を極力回避したルートを考えています。
（一部、津波浸水域を通過する箇所では高さのある橋梁等を検討）

【出入り口の位置の考え方】
○釜石市唐丹町南周辺：唐丹地区とのアクセスを考慮した位置を考えています。また、コスト縮減や早期整備を

図る観点から、現地の交通利用状況や釜石市唐丹町北周辺に検討している出入り口との補完性を考慮し、
南方向へのアクセスが可能な出入り口を考えております。

○釜石市唐丹町北周辺：今回の震災により、国道４５号が一時寸断し孤立した事から、平田地区とのアクセスを
考慮した位置を考えています。また、釜石市唐丹町南周辺に検討している出入り口との補完性を考慮し、
北方向へのアクセスが可能な出入り口を考えております。

※なお、今後詳細な設計を行うにあたり、市町村の復興まちづくり計画等と調整してまいります。

道路が通る概ねのルート及び出入り口の
位置にかかる意見

【沿線市町村及び一般アンケートの主な意見】
・唐丹地区や平田地区とのアクセスに配慮してほしい
・津波浸水域を回避してほしい
・追い越し車線を設置してほしい

・市町村の復興まちづくり計画等に配慮してほしい 等

④三陸沿岸道路 吉浜～釜石間 ルート及び出入り口の位置(1/2)
よ し は ま か ま い し



一般財団法人

日本みち研究所「復興道路」事業化スケジュール（その２）
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９／２０～

９／２１

事業評価手続き

９／２８

新規事業化について県知事へ意見照会開始

社整審 道路分科会 東北地方小委員会（仙台）

社整審 道路分科会 事業評価部会（東京）

評価結果の公表



一般財団法人

日本みち研究所新規事業採択時評価

• 新規事業採択時評価

評価単位：事業箇所ごと⇒複数事業箇所

（ＪＣＴ区間）

３便益Ｂ／Ｃにあわせ防災面の機能も評価
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一般財団法人

日本みち研究所新規事業採択時評価
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一般財団法人

日本みち研究所新規事業採択時評価
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一般財団法人

日本みち研究所新規事業採択時評価
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一般財団法人

日本みち研究所新聞記事
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岩手日報 平成２３年７月１日（金） １面



一般財団法人

日本みち研究所３次補正で事業化

28

• 平成２３年１１月２１日、三次補正で事業化



一般財団法人

日本みち研究所３次補正で事業化
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• 平成２３年１１月２１日、三次補正で事業化



一般財団法人

日本みち研究所

復興道路～三陸沿岸道路の概要
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一般財団法人

日本みち研究所

青森市
八戸市

秋田市 盛岡市 宮古市

釜石市

気仙沼市

仙台市山形市

福島市

復興支援道路

下北半島縦貫道路

常磐自動車道

三陸沿岸道路日本海沿岸東北自動車道

東北中央自動車道

東北縦貫自動車道

※国土地理院「地理院地図」（http://maps.gsi.go.jp）を加工して作成



一般財団法人

日本みち研究所三陸沿岸道路の新たな考え方

• ６つの設計コンセプト

32

三陸縦貫道（山田道路）三陸縦貫道（釜石山田道路）

①強靱性の確保
（ルートは津波浸水区域を回避 → 三陸縦貫自動車道は９５％回避）

▲ルートは津波浸水区域を回避、または、高さのある橋梁で通過



一般財団法人

日本みち研究所三陸沿岸道路の新たな考え方
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②低コストの実現
（４車線・ﾄﾗﾝﾍﾟｯﾄ型IC → ２車線・ｺﾝﾊﾟｸﾄ型IC）

見直し
２車線でICはコンパクト型

市街地・集落

国道

コンパクトＩＣ コンパクトＩＣ

料金所

４車線でICは
トランペット型

トランペット型IC

従来

▲４車線、トランペット型ＩＣ → ２車線、コンパクト型ＩＣへの見直し



一般財団法人

日本みち研究所三陸沿岸道路の新たな考え方
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完成2車線道路の本線（土工部）



一般財団法人

日本みち研究所三陸沿岸道路の新たな考え方
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完成2車線道路の本線（トンネル部）



一般財団法人

日本みち研究所三陸沿岸道路の新たな考え方
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③復興まちづくりの支援

高台に計画されてい
る居住ゾーン等との
アクセスに配慮

▲関連する土地利用との調整（宮城県南三陸町の例）

南三陸海岸ＩＣ

至 八戸

至 仙台

志津川ＩＣ

南三陸病院

南三陸町役場

南三陸町総合体育館
ベイサイドアリーナ

南三陸さんさん商店街

南三陸町旧防災対策庁舎

水尻橋



一般財団法人

日本みち研究所三陸沿岸道路の新たな考え方
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④拠点と連絡するIC等の弾力的配置

▲防災拠点施設や産業施設等へのアクセス性を考慮し、出入り口を設置



一般財団法人

日本みち研究所三陸沿岸道路の新たな考え方
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⑤避難機能の強化
（緊急避難路、避難階段等の設置）

緊急避難路

ガードパイプを取り外して
緊急避難路を接続

▲災害時の避難機能の具備（緊急避難路や避難階段の設置など）

避難階段



一般財団法人

日本みち研究所三陸沿岸道路の新たな考え方

39

⑥ICT（情報通信技術）による通行可能性把握
（ITSスポット等で走行速度等を収集）

ICT活用のイメージ

▲ＩＴＳスポットを活用したリアルタイムな道路情報の把握

ＩＴＳスポットは、現在、高田道路
（岩手県陸前高田市）に設置

ICT活用



一般財団法人

日本みち研究所

スタートダッシュ
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一般財団法人

日本みち研究所

11/30～入
札

スタートダッシュ

41

地
元
説
明

幅
杭
設
置

地
元
説
明

地
元
説
明

◆「即年着工」の原動力

○地元の協力と熱意

○国会・中央の御理解
予算上の配慮

○国・県・市町村の連携
（復興道路会議）

○官民連携
（事業促進ＰＰＰ）

○各プロセスの並列進行

（ 設 計 ）

（ 用地買収 ）

１年目

（ 工 事 ）
着
工

入
札

H24.11.3（気仙沼）
H24.11.4（釜石）

8/22～

契
約

入
札

（ 測 量 ）
11/27～

入
札

打
設

中
心
杭

１年目 ２年目 ３年目 ４年目

（ 測 量 ）
（ 設 計 ）

（ 用地買収 ） （ 工 事 ）

入
札

地
元
説
明

入
札

幅
杭
設
置

中
心
杭
打
設

地
元
説
明

入
札

地
元
説
明

用
地
調
査

契
約

入
札

着
工

境
界
確
定

用
地
交
渉

［通常のパターン］

予算成立
H23.11.21

H24.11.18（宮古）



一般財団法人

日本みち研究所埋蔵文化財調査
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分布踏査

試掘調査

本 調 査



一般財団法人

日本みち研究所環境調査
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○新規１７区間で季節別調査完了
○猛禽類の営巣を６区間で確認

→ 代替巣で対応

青：現地踏査完了
赤：季別調査状況（完了）

現地踏査

季別調査



一般財団法人

日本みち研究所保安林の解除

44

◆保安林解除県別予定数量 H25.5.31現在

うち大臣承認

39箇所 18箇所

30ha 12ha

3箇所 3箇所

2ha 2ha

5箇所 5箇所

13ha 13ha

47箇所 26箇所

44ha 27ha

数量

計

福島県

宮城県

岩手県



一般財団法人

日本みち研究所用地アセスメント

45

「用地リスク配置図」

擁壁による工事対応を決定
（用地買収無し）

墓地（未登記）
大規模工場

ルート変更

筆界未定地

用地リスク

「用地アセスメント業務（簡易型）」の実施内容

○用地リスク調査は、10kmを標準発注単位として、実施
○用地リスクを「用地リスク配置図」として整理し、ルート設定、工事
施工計画等に反映



一般財団法人

日本みち研究所事業促進ＰＰＰ

46

民間技術者チームは、「事業管理」、「調査・設計」、「用地」、「施
工」等のエキスパート（専門家）で構成。

制度（仕組み）

事
務
所
チ
ー
ム

民間技術者チーム

管理技術者

事業監理
専門家

建設
コンサル

施工会社
等

地元

地元
・・・

関係機関

・・・
関係機関

調整

調整

調整

ＰＰＰ

○民間技術者チームが、従来、発注者の行ってきた協議調整等の施工前の業務を

発注者と一体となって実施

↓H25.1～事業
進捗に伴い追加

調査設計
専門家

用地
専門家

施工
専門家

施工監理
専門家



一般財団法人

日本みち研究所

事業促進ＰＰＰ
～宮古田老工区～
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みちのく・復建・三協・戸田JV

画像データ
ダウンロード

video/01michinoku.mp4
video/01michinoku.mp4


一般財団法人

日本みち研究所大ロット発注

• 様々な契約方式の工夫

その一つが「大ロット」の発注
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一般財団法人

日本みち研究所

国道４５号 摂待道路工事

大成・銭高・東日本コンクリートJV
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画像データ
ダウンロード

video/02taisei.mp4
video/02taisei.mp4


一般財団法人

日本みち研究所

新区界トンネル工事

鹿島・東急ＪＶ
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画像データ
ダウンロード

video/03kajima.mp4
video/03kajima.mp4


一般財団法人

日本みち研究所復興加速化会議（第7回_H28.12.17）

51
▲会議の面々



一般財団法人

日本みち研究所東北復興働き方改革プロジェクト（H29.3時点）

52

 ICT活用工事の推進・普及で生産性を向上
・ICT土工工事の実施状況・効果検証

今年度38件 目標：80工事実施予定
・自治体への普及促進

東北地方は少子化に伴う人口減や高齢化が進行しており、建設業の担い手不足が深刻化

背景

東北復興働き方改革プロジェクト

① ICT，IoT活用で、働き方をスマートに！

労働力確保のため、建設業のイメージアップ、
働き方の変革が必要

 講習会、研修などでサポート
・技能講習会の充実、官民合同講習会の実施

今年度100名受講 目標:300名参加予定

・自治体と連携・強力
 インフラツーリズム等の観光施策との連携

③ 技術者・技能労働者をサポート！

限られた労働力で効率的な施工を行うため、
業務の効率化、生産性の向上が必要

 施工時期の平準化の推進
 提出書類等の簡素化・簡略化

・手続きを簡略化した入札手続きの導入
簡易確認方式、簡易積算方式 他
目標：60工事実施予定

・工事書類の簡素化(継続) 3割削減

② 業務改善により、より効率的な働き方を！

 女性技術者、若手技術者をサポート
・ワークライフバランス評価型段階選抜方式の導入
・女性技術者・若手技術者配置促進工事を試行

目標：70工事実施予定
・自治体への普及促進

④ワーク・ライフ・バランス改善をサポート！

52



一般財団法人

日本みち研究所

仙台市

盛岡市

八戸市

宮古市

釜石市

気仙沼市

震災前
供用区間
129km 36.0％

事業中区間
82km 23％

新規事業化区間
148km 41％

※国土地理院「地理院地図」（http://maps.gsi.go.jp）を加工して作成



一般財団法人

日本みち研究所

仙台市

盛岡市

八戸市

宮古市

釜石市

気仙沼市

Ｈ24年度供用

※国土地理院「地理院地図」（http://maps.gsi.go.jp）を加工して作成



一般財団法人

日本みち研究所
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一般財団法人

日本みち研究所

仙台市

盛岡市

八戸市

宮古市

釜石市

気仙沼市

Ｈ25年度供用

※国土地理院「地理院地図」（http://maps.gsi.go.jp）を加工して作成



一般財団法人

日本みち研究所
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一般財団法人

日本みち研究所

58



一般財団法人

日本みち研究所
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一般財団法人

日本みち研究所
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一般財団法人

日本みち研究所

仙台市

盛岡市

八戸市

宮古市

釜石市

気仙沼市

Ｈ27年度供用

※国土地理院「地理院地図」（http://maps.gsi.go.jp）を加工して作成



一般財団法人

日本みち研究所
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一般財団法人

日本みち研究所

仙台市

盛岡市

八戸市

宮古市

釜石市

気仙沼市

Ｈ28年度供用

※国土地理院「地理院地図」（http://maps.gsi.go.jp）を加工して作成



一般財団法人

日本みち研究所
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一般財団法人

日本みち研究所
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一般財団法人

日本みち研究所
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一般財団法人

日本みち研究所

仙台市

盛岡市

八戸市

宮古市

釜石市

気仙沼市

Ｈ29年度供用

※国土地理院「地理院地図」（http://maps.gsi.go.jp）を加工して作成



一般財団法人

日本みち研究所
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一般財団法人

日本みち研究所
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一般財団法人

日本みち研究所
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一般財団法人

日本みち研究所
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一般財団法人

日本みち研究所

仙台市

盛岡市

八戸市

宮古市

釜石市

気仙沼市

Ｈ30年度供用

※国土地理院「地理院地図」（http://maps.gsi.go.jp）を加工して作成



一般財団法人

日本みち研究所
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一般財団法人

日本みち研究所
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一般財団法人

日本みち研究所
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一般財団法人

日本みち研究所
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一般財団法人

日本みち研究所
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一般財団法人

日本みち研究所

78



一般財団法人

日本みち研究所

仙台市

盛岡市

八戸市

宮古市

釜石市

気仙沼市

Ｈ31年度（令和元年度）
271km、75％

※国土地理院「地理院地図」（http://maps.gsi.go.jp）を加工して作成



一般財団法人

日本みち研究所
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一般財団法人

日本みち研究所
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一般財団法人

日本みち研究所

82



一般財団法人

日本みち研究所
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一般財団法人

日本みち研究所

仙台市

盛岡市

八戸市

宮古市

釜石市

気仙沼市

R2年度末
321km、89％

※国土地理院「地理院地図」（http://maps.gsi.go.jp）を加工して作成



一般財団法人

日本みち研究所
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一般財団法人

日本みち研究所
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一般財団法人

日本みち研究所
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一般財団法人

日本みち研究所
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一般財団法人

日本みち研究所
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一般財団法人

日本みち研究所
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一般財団法人

日本みち研究所
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一般財団法人

日本みち研究所

気仙沼湾横断橋 設計

大日本コンサルタント（株）
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画像データ
ダウンロード

video/04kesennuma_dainihon.mp4
video/04kesennuma_dainihon.mp4


一般財団法人

日本みち研究所

宮城県気仙沼市長

菅原 茂様

インタビュー

気仙沼市
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画像データ
ダウンロード

video/05kesennum_sicho_interview.mp4
video/05kesennum_sicho_interview.mp4


一般財団法人

日本みち研究所
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一般財団法人

日本みち研究所
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一般財団法人

日本みち研究所

ラストスパート
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一般財団法人

日本みち研究所

仙台市

盛岡市

八戸市

宮古市

釜石市

気仙沼市

※国土地理院「地理院地図」（http://maps.gsi.go.jp）を加工して作成

R3年度末
359km、100%へ



一般財団法人

日本みち研究所
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一般財団法人

日本みち研究所
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一般財団法人

日本みち研究所
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一般財団法人

日本みち研究所
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一般財団法人

日本みち研究所
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一般財団法人

日本みち研究所
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一般財団法人

日本みち研究所
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一般財団法人

日本みち研究所
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一般財団法人

日本みち研究所

Ⅲ.整備効果（例示）
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一般財団法人

日本みち研究所

メディアから見た

三陸沿岸道路

河北新報社東京支社 山形聡子
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一般財団法人

日本みち研究所

自己紹介

・２００５年入社

・２０１４年から２０１７年まで盛岡総局に勤務

・２０１６年２月から１２月まで

連載企画「大動脈 北へ」（２１回）を担当

108



一般財団法人

日本みち研究所

取り上げたテーマ
・整備効果

・地元の期待
・災害時の道路の役割

・工期短縮の工夫 など

河北新報
２０１６年２月４日

２月１９日
６月１日掲載
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一般財団法人

日本みち研究所

110



一般財団法人

日本みち研究所

取材を通じて感じたこと、これからの展望

○懸念
ストロー現象による周辺地域への影響
設備維持の将来負担
利用者は本当に増えるのか…？
素通りされるだけでは…？

→三陸沿岸道路をツールとして最大限活用し、

観光誘客、交流人口の拡大、物流活性化に
よる外部との連携、呼び込みが不可欠

以 上
111



一般財団法人

日本みち研究所

岩手県釜石市長

野田 武則様

インタビュー

釜石市

112

画像データ
ダウンロード

video/08kamaishi_sicho_interview.mp4
video/08kamaishi_sicho_interview.mp4


一般財団法人

日本みち研究所

113

釜石会場試合日程
（釜石鵜住居復興スタジアム）

・日時：2019年9月25日（水）14:15
[プールＤ] フィジー vs ウルグアイ

・日時：2019年10月13日（日）12:15
[プールＢ] ナミビア vs カナダ

※【公式】ラグビーワールドカップ2019日本大会ＨＰより

いよいよ釜石にてラグビーワールドカップ

• 釜石での開催日程

• 是非、皆さん、おたずねください。



一般財団法人

日本みち研究所

港間距離 ３２６ｋｍ

運航計画
１日１往復 毎日運航※
（※日曜日の室蘭発及び月曜日の八戸発・宮古発は
毎週運休）

使用船舶

シルバークィーン
・総トン数 ／７，００５ｔ
・全長 ／１３４ｍ
・航海速力／２０．７ノット
・積載能力／トラック（１２ｍ） ６９台

乗用車 ２０台
旅客 ６００名

114

※シルバーフェリーＨＰより

宮古室蘭フェリーの概要



一般財団法人

日本みち研究所

宮古室蘭フェリーの就航

115

画像データ
ダウンロード

video/06murorankouro.mp4
video/06murorankouro.mp4


一般財団法人

日本みち研究所

Ⅳ.若干の考察

116



一般財団法人

日本みち研究所コメント１

• 超高齢化エリアでの強靭化事業

117

• まちづくり（住宅整備）と高速道路の計画的事業

• 江戸時代前から構築されてきた集落を再編

コンパクト＆ネットワークの世界的モデル事業

• 引き続き、継続的な検証が必要。長い目で！
（例）復興道路の経済波及効果分析（検討中）（三陸モデル）



一般財団法人

日本みち研究所コメント２

• 「整備計画」の実行力を実感

「整備計画」＝目標年度、財源確保

整備計画、目標をもち、総力戦、猪突猛進

日本人ＤＮＡにマッチした手法

118

この国民特性を利用していくべき！いい方向に。



一般財団法人

日本みち研究所コメント３

「減災」

一刻を争う人命救助、被災地支援

一日でも早い復旧（応急復旧、本復旧）

一月でも早い復興

には、

強靭な幹線道路ネットワークが必要不可欠
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一般財団法人

日本みち研究所コメント４

• さらなるスピードアップには何が必要か？

120

平時から災害時への「切り替え」をシステムに！

例１）組織、人事

例２）道路の計画、事業化手続き

例３）用地買収

例４）発注契約手続き

例５）ガレキ、仮設住宅 etc．



一般財団法人

日本みち研究所

• 最大の「切り替え」課題

復旧復興の予算

121

誰が、どのように負担するか？

コンセンサスに時間

（東日本大震災では8ヶ月）



一般財団法人

日本みち研究所

・もうひとつ、付け加えるとしたら、

（大規模災害の場合）

国と地方の関係、役割分担

122



一般財団法人

日本みち研究所コメント５

• マスコミへの情報提供のあり方

123

災害時には、情報発信量が爆発的増加

定期的な発表も有用だが

モードモードに対応した発表の工夫が必要



一般財団法人

日本みち研究所

道路災害の場合は（初期）に重要なのは、

施設の被害状況ではなく、

124

どこが通れるか（非被害情報）

＆

通行可能予定時期



一般財団法人

日本みち研究所

・スマホ普及

9.8%（2010） → 79.4%（2018）

（東京地区）

情報の収集 & 発信 を個人が実施

災害対応、危機管理への影響を懸念

専門家の分析を！

125



一般財団法人

日本みち研究所

• 当時、時代は、復旧、復興一色。

• 建設業、インフラ整備の効果を世の中が実感

126

「強靭化」推進のためにも、引き続きの、

レピュテーションマネージメントを、

建設コンサルタンツ協会にも期待します！



一般財団法人

日本みち研究所Ⅴ.謝意

• ＰＴの面々
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一般財団法人

日本みち研究所ＰＴの紹介

128

○国土交通省（東北地方整備局）

道路部長：阿部悟 道路調査官：永井浩泰

道計二課 課長：平岡弘志 道計二課：鈴木伸也

インフラ整備70講演会H31.3時点



一般財団法人

日本みち研究所ＰＴの紹介

129

○国土交通省（復興道路・復興支援道路沿線国道事務所長）

青森河川国道事務所 岩手河川国道事務所 三陸国道事務所 南三陸国道事務所

所長　巖倉　啓子 所長　佐近　裕之 所長　田中　誠柳 所長　折笠　徹

仙台河川国道事務所 福島河川国道事務所 磐城国道事務所

所長　奥田　秀樹 所長　小浪　尊宏 所長　菅沼　真澄

インフラ整備70講演会H31.3時点



一般財団法人

日本みち研究所ＰＴの紹介

130

○国土交通省（三陸国道事務所、南三陸国道事務所）

所属 肩書 氏名
三陸国道事務所 事務所長 田中 誠柳
三陸国道事務所 副所長 舩木 仁
三陸国道事務所 調査第一課 課 長 岩渕 賢一
三陸国道事務所 調査第一課 設計係長 阪本 視典
三陸国道事務所 工務第二課 専門員 満石 孝彦
南三陸国道事務所 事務所長 折笠 徹
南三陸国道事務所 副所長 古川 哲治
南三陸国道事務所 調査・品質確保課 課 長 金野 浩
南三陸国道事務所 調査・品質確保課 調査係長 金田一 毅

インフラ整備70講演会H31.3時点



一般財団法人

日本みち研究所ＰＴの紹介

131

○建設コンサルタント

所属 肩書 氏名
（株）復建技術コンサルタント 取締役執行役員事

業企画本部副本部
長

木我 茂

（株）復建技術コンサルタント 事業企画本部担当
部長

熊谷 順子

（株）復建技術コンサルタント 執行役員構造技術
部長

今泉 敏郎

（株）復建技術コンサルタント
営業部 盛岡支店

支店長 佐藤 茂

（株）復建技術コンサルタント
都市・環境部 技術一課

主任技師 福山 佐恵子

（一財）日本みち研究所 研究員 高野 仁

インフラ整備70講演会H31.3時点



一般財団法人

日本みち研究所ＰＴの紹介

132

○建設コンサルタント

所属 肩書 氏名
セントラルコンサルタント（株）
東北支社

取締役支社
長

光森 泰紀

セントラルコンサルタント（株）
東北支社 技術第２部

部長 佐藤 宗孝

（株）オリエンタルコンサルタンツ
東北支社

副支社長 荒関 正二

（株）オリエンタルコンサルタンツ
東北支社 技術部

担当次長 北原 一彦

（株）オリエンタルコンサルタンツ
東北支店 河川砂防港湾部

担当次長 伊藤 竜一

日本工営（株）
仙台支店 技術第一部

部長 橋場 克泰

（株）建設技術研究所
東北支社

支社次長 森藤 敏一

インフラ整備70講演会H31.3時点



一般財団法人

日本みち研究所ＰＴの紹介

133

○建設コンサルタント

所属 肩書 氏名
（株）建設技術研究所 技師 大原 明彦
パシフィックコンサルタンツ（株）
東北支社 交通基盤事業部
構造室

技術次長 石井 一人

大日本コンサルタント（株）
東北支社 技術部 地域交通
計画室

室長 岡田 篤

インフラ整備70講演会H31.3時点



一般財団法人

日本みち研究所

ご静聴ありがとうございました。

134


	10_HP発表用フォーマット（21年6月更新）
	HP_210527
	スライド番号 1
	自己紹介
	目次
	０．東日本大震災について
	地震発生からの流れ
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	Ⅰ.国道４５号の被災、復旧
	４５号の被害の状況について
	スライド番号 10
	被害状況～復旧
	スライド番号 12
	くしの歯作戦�（道路啓開）
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	Ⅱ.復興道路スタートダッシュ～�　　　　　　　　　　　　　　　ラストスパート
	「復興への提言」悲惨のなかの希望
	「東日本大震災からの復興の基本方針」�
	「復興道路」事業化スケジュール（その１）
	復興道路事業化スケジュール
	「復興道路」事業化スケジュール（その２）
	新規事業採択時評価
	新規事業採択時評価
	新規事業採択時評価
	新規事業採択時評価
	新聞記事
	３次補正で事業化
	３次補正で事業化
	復興道路～三陸沿岸道路の概要
	スライド番号 31
	三陸沿岸道路の新たな考え方
	三陸沿岸道路の新たな考え方
	三陸沿岸道路の新たな考え方
	三陸沿岸道路の新たな考え方
	三陸沿岸道路の新たな考え方
	三陸沿岸道路の新たな考え方
	三陸沿岸道路の新たな考え方
	三陸沿岸道路の新たな考え方
	スタートダッシュ
	スタートダッシュ
	埋蔵文化財調査
	環境調査
	保安林の解除
	用地アセスメント
	事業促進ＰＰＰ
	スライド番号 47
	大ロット発注
	スライド番号 49
	スライド番号 50
	復興加速化会議（第7回_H28.12.17）
	東北復興働き方改革プロジェクト（H29.3時点）
	スライド番号 53
	スライド番号 54
	スライド番号 55
	スライド番号 56
	スライド番号 57
	スライド番号 58
	スライド番号 59
	スライド番号 60
	スライド番号 61
	スライド番号 62
	スライド番号 63
	スライド番号 64
	スライド番号 65
	スライド番号 66
	スライド番号 67
	スライド番号 68
	スライド番号 69
	スライド番号 70
	スライド番号 71
	スライド番号 72
	スライド番号 73
	スライド番号 74
	スライド番号 75
	スライド番号 76
	スライド番号 77
	スライド番号 78
	スライド番号 79
	スライド番号 80
	スライド番号 81
	スライド番号 82
	スライド番号 83
	スライド番号 84
	スライド番号 85
	スライド番号 86
	スライド番号 87
	スライド番号 88
	スライド番号 89
	スライド番号 90
	スライド番号 91
	スライド番号 92
	スライド番号 93
	スライド番号 94
	スライド番号 95
	ラストスパート
	スライド番号 97
	スライド番号 98
	スライド番号 99
	スライド番号 100
	スライド番号 101
	スライド番号 102
	スライド番号 103
	スライド番号 104
	スライド番号 105
	Ⅲ.整備効果（例示）
	スライド番号 107
	自己紹介
	スライド番号 109
	スライド番号 110
	スライド番号 111
	スライド番号 112
	スライド番号 113
	スライド番号 114
	スライド番号 115
	Ⅳ.若干の考察　　　　　　　　
	コメント１
	コメント２
	コメント３
	コメント４
	スライド番号 121
	スライド番号 122
	コメント５
	スライド番号 124
	スライド番号 125
	スライド番号 126
	Ⅴ.謝意
	ＰＴの紹介
	ＰＴの紹介
	ＰＴの紹介
	ＰＴの紹介
	ＰＴの紹介
	ＰＴの紹介
	スライド番号 134
	ご静聴ありがとうございました。




